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景気ウォッチャー調査・近畿地域結果（平成 24 年 11 月） 

～気温要因等で現状判断は４ヶ月ぶりに上昇～ 
 

○ 景気ウォッチャー調査・11 月調査の近畿地域の結果は、現状判断[方向性] が４

ヶ月ぶりに上昇、先行き判断も２ヶ月連続の上昇となった。 

○ 現状判断は、ホテル業界を中心に尖閣問題による影響が続いているものの、月

の中旬に気温が例年を大きく下回る日があったほか、月後半も例年よりも寒い

日が続き、スーパーや百貨店を中心に冬物の売行きが好調となったことで、Ｄ

Ｉの上昇につながったとみられる。 

○ 尖閣問題による影響については、前月調査に比べて言及そのものが減少するな

ど、徐々に緩和しているとみられるが、ホテルなどの特定業界への影響は依然

として大きい。 

○ 先行きの見通しは、消費増税への懸念の声が依然として聞かれるものの、円安

傾向への期待のほか、暖冬予想が一転して寒い冬となりそうなことで、初売り

商戦等への期待につながっており、ＤＩが押し上げられている。一方、尖閣問

題による訪日客の減少については、回復についての言及はまだ少ないなど、各

業界への影響は長引きそうな状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎気温の低下に関するコメント（現状判断）
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百貨店（商品担当） ・気温の低下と共にファッション関連部門で動きがあり、全体でも販売量は回復傾向にある。

一般小売店［衣服］（経
営者）

・気候が寒くなり、冬物衣料が動いているものの、好調とはいえない。冬物の立ち上がりとなるこの
時期に、来客数、販売量共に鈍さを感じているので、景気が上向いているとは決していえない。

百貨店（売場主任） ・梅田地区の同業他店の増床による影響は、今のところみられない。気温が低下すれば衣料品の購入
は活発化するが、今月は雨の影響が大きく販売量は変わらない。

百貨店（サービス担当） ・今月は、ようやく本格的な寒さが到来したことで、冬物商材の動向が好調になってきた。また、前
倒しのバーゲンと紳士服の催事が好調に推移したことで、久々に目標を達成する。

百貨店（販促担当） ・入店客数は前年を超えているものの、購買客数は前年割れが継続している。気温の低下により防寒
衣料が堅調に推移しているが、ギフトは１人当たりの購入数が減少し、客単価がダウンしている。

百貨店（マネージャー） ・この11月は気温の低下もあり、冬物商材の動きが急に活発となり、売上をけん引した。ただし、後
半になると、３連休に動きが急に止まっている。特に、前年の12月は冬物の動きが良かったこともあ
り、今年は総選挙などの影響で苦戦が予想される。

スーパー（店長） ・昨年に比べて冬らしい気温の低下で、衣料品、寝具関連、鍋商材が好調に推移している。

スーパー（店長） ・衣料・住居関連については、月初の気温低下で季節物が量販できたため、月としてはまずまずであ
るが、前倒しで売れていると判断している。一方、食品は相変わらずで、わずかながら前年の実績を
割り込む流れが続いている。

スーパー（広報担当） ・今月は月を通して気温が前年比で低めの推移となったため、衣料品・住居関連品の季節品を中心
に、売上をけん引している。

高級レストラン（スタッ
フ）

・急に寒くなったり、雨が続いたりしたことで、客足もまばらとなった。今月は天候に左右される日
が多い。
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一般小売店［衣服］（経
営者）

・今年は気温の低い日が続き､寒波が次々と来ているが、冬物の防寒具が思いのほか伸びていない。今
売れなければいけないのに、なぜ売れないのか分からない。
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その他サービス業［店舗
開発］（従業員）

・気温の低下に伴い、冬物商材（食材）が好調に推移している。特に、25日に同日開催された大阪、
神戸マラソンの効果は大きく、当日は大阪駅、三ノ宮駅を中心に、多くの駅構内でにぎわいをみせ
た。
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本件照会先：大阪本社 荒木秀之
　TEL:06（4705）3635  mail:hd-araki@rri.co.jp
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（ＤＩの推移） 

 
景気の現状判断ＤＩ
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 景気の先行き判断ＤＩ
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（近畿地域のＤＩ）
年 10 11 12

月 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

近畿 47.0 46.7 47.8 49.6 31.5 28.9 37.2 48.2 49.3 48.1 46.5 44.1 44.9 48.0 44.8 47.6 52.0 53.3 48.2 43.2 45.9 44.2 43.4 40.8 43.5

（全国） 43.6 45.1 44.3 48.4 27.7 28.3 36.0 49.6 52.6 47.3 45.3 45.9 45.0 47.0 44.1 45.9 51.8 50.9 47.2 43.8 44.2 43.6 41.2 39.0 40.0

近畿 44.3 45.0 47.6 49.5 28.8 40.2 45.2 49.4 48.0 46.4 47.5 46.6 46.3 44.4 47.3 51.3 49.1 51.2 46.9 48.1 47.0 44.6 41.9 45.0 45.7

（全国） 41.4 43.9 47.2 47.2 26.6 38.4 44.9 49.0 48.5 47.1 46.4 45.9 44.7 44.4 47.1 50.1 49.7 50.9 48.1 45.7 44.9 43.6 43.5 41.7 41.9
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